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II. 成果の概要（総括研究報告） 
 

 研究開発代表者による報告の場合 
 
昨年度までに Xkr8 がカスパーゼによって切断されることでオリゴマー化し活性化することを示し

た。実際に、カスパーゼによって切断されない変異体において Xkr8 はオリゴマー化せず活性化もさ

れない。本年度、Xkr8 がどのような複合体を形成しているのか調べたところ、Xkr8 は Basigin (BSG)
や Neuroplastin (NPTN) というⅠ型膜タンパク質と複合体を形成していることが分かった。BSG
と NPTN の両方を欠損した細胞において Xkr8 は細胞膜に局在せず活性も持たない。一方で、カス

パーゼによって切断された Xkr8 のオリゴマーに BSG や NPTN が含まれていることから、BSG や

NPTN は Xkr8 を細胞膜に運ぶシャペロンとしての機能だけでなく、活性にも関与する可能性が示

唆された。 
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Last year, we reported that Xkr8 forms an oligomer upon caspases-mediated cleavage. In fact, 
Caspase-cleavage deficient Xkr8 mutants fail to form an oligomer and cannot be activated. In 
this year, we investigated on an Xkr8 complex and found that Xkr8 associates with Basigin (BSG) 
or Neuroplastin (NPTN), type I membrane proteins. Without these proteins, Xkr8 cannot reach 
to the plasma membrane and lose its activity. Importantly, caspase-cleavage-induced Xkr8 
oligomer contains BSG or NPTN, suggesting that these proteins functions not only as chaperons 
but also as regulators of Xkr8 activity.  
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（３）「国民との科学・技術対話社会」に対する取り組み 
  特になし 
 

 

（４）特許出願 

特になし 
 
 
 
 
 
 
 


